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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第３四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第３四半期 594 － △32 － △38 － △34 － 

29年３月期第３四半期 － － － － － － － － 
 
（注）包括利益 30年３月期第３四半期 △33 百万円 （－％）   29年３月期第３四半期 － 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第３四半期 △10.48 － 

29年３月期第３四半期 － － 

（注）平成30年３月期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成29年３月期第３四半期
の数値及び対前年同四半期増減率については記載しておりません。 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

30年３月期第３四半期 642 486 75.7 

29年３月期 － － － 
 
（参考）自己資本 30年３月期第３四半期 486 百万円   29年３月期 － 百万円 

（注）平成30年３月期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成29年３月期の数値につ
いては記載しておりません。 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 

30年３月期 － 0.00 －    

30年３月期（予想）       0.00 0.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 872 － △2 － △2 － △3 － △0.92 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期３Ｑ 3,245,000 株 29年３月期 3,245,000 株 

②  期末自己株式数 30年３月期３Ｑ 224 株 29年３月期 224 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期３Ｑ 3,244,776 株 29年３月期３Ｑ 3,244,789 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・当社は、平成30年３月期第１四半期連結会計期間において、株式会社キャリアヴェイルを設立したことに伴い、平

成30年３月期第１四半期連結会計期間より連結決算へ移行しております。 

・本資料に記載されている見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

・業績予想の前提条件及びその他関連する事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的

情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済対策や日銀による金融緩和策を背景に、緩やかな

回復基調が続きました。雇用者の所得増加や消費意欲の向上から個人消費が緩やかながら増加傾向にあります。ま

た、企業収益の改善等を受け設備投資も増加しており内需の伸びも持続しております。しかし一方では、北朝鮮の

核兵器開発や、アメリカの政策動向から世界情勢は先行きが不安な状態であり、また、中国の景気下振れリスクも

あり、先行きへの不透明感が拭えない状況が続いております。 

 当社が属する情報セキュリティ業界におきましては、パソコンを使えなくして解除に金銭を要求する「ランサム

ウェア」の世界的な拡散や、標的型攻撃などによる情報漏洩事故の発生が続くなか、業種を問わない広範な企業で

情報セキュリティ対策への意識が変化しつつあります。その結果、セキュリティ対策の見直し機運が高まりつつあ

り、今までよりも一層安心を追求した情報セキュリティ対策が求められています。 

 このような環境のもと当社は、「我々はセキュリティサービス業である」という原点を意識し、従来から強みと

しているログ分析、セキュリティ運用監視を軸に、サービス提供での付加価値向上をスローガンに掲げて活動を展

開してまいりました。 

 具体的には、主力サービス「NetStare®」を提供する既存顧客を中心に、サービス品質向上を図り、満足度を高

めることにより、サービス継続期間の延長や他拠点・他機器へのサービス提供の拡大が実現できるよう取組んでま

いりました。また、次期基幹システム「NetStare® Suite」につきましては、ビックデータ化したログや監視情報

を用いてシステムやセキュリティのリスクを予測するクラウドサービス機能を有償化する研究開発投資を継続して

おります。 

 加えて平成29年５月には、人材派遣を主業とする新会社「株式会社キャリアヴェイル」を設立しました。９月１

日に、人材派遣業の許可が下り、現在、セキュリティエンジニアの採用と育成に取り組んでおります。 

 数多くのセキュリティエンジニアを育ててきた当社のノウハウを活かして情報セキュリティ人材を育成し、当社

顧客層等に対し派遣・紹介を行うことが、新会社設立の主な目的です。高まり続ける情報セキュリティ人材へのニ

ーズに対応できる、良質な人材の供給源を目指してまいります。 

 収支面では、大手既存顧客層からのサービス収入は若干の増加となり、売上高が順調に伸びる一方、今後成長す

る市場ニーズに対応する為に、４月に17名の新卒採用をしたことで人件費と、教育のための経費等の間接費も増加

しております。人材確保に向けての採用活動を積極的に行っており採用活動費用が増加しております。また、次期

基幹システム開発に向けた研究開発費への資金投下、業務拡大に伴う業務委託費や旅費交通費の増加等が利益を圧

迫しました。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高594,371千円、営業損失32,239千円、経常損失

38,633千円、親会社株主に帰属する四半期純損失34,020千円となりました。 

 なお、当社はセキュリティサービス事業を主要な事業としており、他の事業セグメントの重要性が乏しいため、

セグメント別の業績の記載を省略しております。 

 

（注）当社は、第１四半期連結会計期間より、四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期連結累計期

間との比較分析は行っておりません。 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第３四半期連結会計期間末における流動資産は506,491千円となりました。主な内訳は、現金及び預金が

369,746千円、売掛金が105,793千円、前払費用が15,137千円です。 

 固定資産は135,887千円となりました。内訳は、有形固定資産が47,825千円、無形固定資産が21,734千円、投資

その他の資産が66,327千円です。 

 この結果、資産合計は642,379千円となりました。 

（負債） 

 当第３四半期連結会計期間末における流動負債は147,499千円となりました。主な内訳は、前受金が70,705千

円、未払費用が26,600千円、買掛金が19,273千円です。

 固定負債は8,520千円となりました。主な内訳は、資産除去債務が8,024千円です。 

 この結果、負債合計は156,020千円となりました。 

（純資産） 

 当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は486,359千円となりました。内訳は、資本金410,800千円、資

本剰余金107,002千円、利益剰余金△32,648千円等であり、自己資本比率は75.7％となりました。

 

（注）当社は、第１四半期連結会計期間より、四半期連結財務諸表を作成しているため、前連結会計年度末との比

較分析は行っておりません。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当社は、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しております。 

 連結業績予想につきましては、平成29年11月13日に「連結業績予想の発表及び個別業績予想に関する修正のお知

らせ」で公表いたしました通期連結業績予想を据え置いております。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

  （単位：千円） 

  当第３四半期連結会計期間 
(平成29年12月31日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 369,746 

売掛金 105,793 

原材料及び貯蔵品 1,733 

前渡金 11,185 

前払費用 15,137 

その他 2,894 

流動資産合計 506,491 

固定資産  

有形固定資産 47,825 

無形固定資産 21,734 

投資その他の資産 66,327 

固定資産合計 135,887 

資産合計 642,379 

負債の部  

流動負債  

買掛金 19,273 

未払金 13,852 

未払費用 26,600 

未払消費税等 5,745 

前受金 70,705 

預り金 6,099 

賞与引当金 5,223 

流動負債合計 147,499 

固定負債  

資産除去債務 8,024 

繰延税金負債 495 

固定負債合計 8,520 

負債合計 156,020 

純資産の部  

株主資本  

資本金 410,800 

資本剰余金 107,002 

利益剰余金 △32,648 

自己株式 △123 

株主資本合計 485,030 

その他の包括利益累計額  

その他有価証券評価差額金 1,128 

その他の包括利益累計額合計 1,128 

新株予約権 200 

純資産合計 486,359 

負債純資産合計 642,379 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

  （単位：千円） 

 
 当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年12月31日) 

売上高 594,371 

売上原価 343,690 

売上総利益 250,681 

販売費及び一般管理費 282,920 

営業損失（△） △32,239 

営業外収益  

受取利息 31 

受取配当金 5 

雑収入 0 

営業外収益合計 36 

営業外費用  

新株予約権発行費 2,557 

持分法による投資損失 3,651 

雑損失 221 

営業外費用合計 6,430 

経常損失（△） △38,633 

特別利益  

関係会社株式売却益 2,280 

新株予約権戻入益 5,104 

特別利益合計 7,384 

特別損失  

事業所撤退費用 2,133 

特別損失合計 2,133 

税金等調整前四半期純損失（△） △33,382 

法人税、住民税及び事業税 637 

法人税等合計 637 

四半期純損失（△） △34,020 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △34,020 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

  （単位：千円） 

 
 当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年12月31日) 

四半期純損失（△） △34,020 

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 550 

その他の包括利益合計 550 

四半期包括利益 △33,469 

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 △33,469 

非支配株主に係る四半期包括利益 － 

 

- 6 -

㈱セキュアヴェイル（3042）　平成30年３月期　第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は平成29年６月23日開催の第16期定時株主総会において、会社法第448条第１項の規定に基づき資本準備金

の額を減少させ、それにより生じたその他資本剰余金を、会社法第452条の規定に基づき利益剰余金に振替えるこ

とで、繰越利益剰余金の欠損を填補することを決議しました。

 その結果、当第３四半期連結累計期間において、資本剰余金は280,797千円減少し、利益剰余金は同額増加して

おります。

 

（セグメント情報）

 当社グループはセキュリティサービス事業を主要な事業としており、他の事業セグメントの重要性が乏しいた

め、セグメント別の業績の記載を省略しております。 
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